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Abstract  
Care support specialists (care managers) play an important role in coordinating various 
professions. All care management tasks require keeping records, and while the records 
themselves are important, those tasks are also heavy burden. This paper reports on the 
development of a prototype application aimed at reducing the burden of care management 






































































 また、居宅介護支援の場合、利用者数は 35 名に対し 1 人のケアマネを配置することが基












なお、大串が 2015 年に Web アンケートによる全国調査をおこなった結果 2）を見ると、
日常の業務に利用している情報機器では、回答数の 92.6％がパソコンを利用している。そ
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図 4-1 プロトタイプアプリの階層の構想図 
ケース 2：  
 スマホのメモ機能や紙のメモ帳などを利用するなど、個人で工夫はしているが、
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図 4-4 日付ごとの記録内容の表示画面 
 
図 4-2 利用者一覧画面 
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図 4-2 利用者一覧画面 
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図 4-6 音声入力の画面表示 
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図 4-9 検索画面 




日時：2020 年 7 月 28 日（火）13：30-15：20 
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図 4-9 検索画面 
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ikka の二橋大介様には多大なご理解とご協力を頂き，感謝の意を表する。本研究は 2019 年



























協力者：ケアマネ 10 名（内訳：地域包括ケア 1 名、機能型包括 2 名、地域居宅 1 名、施
設ケアマネ 1 名、居宅ケアマネ（ケース 2）5 名） 
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協力者：ケアマネ 10 名（内訳：地域包括ケア 1 名、機能型包括 2 名、地域居宅 1 名、施
設ケアマネ 1 名、居宅ケアマネ（ケース 2）5 名） 
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